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1. 観 測 の 現 況 

 

（１－１） 観 測 方 法 

本県では広域地盤沈下の実態を把握するため、昭和 30年代後半から、①精密水準測量

と②地盤沈下・地下水位観測井による観測・調査を行っている。 

①は、地盤沈下の面的な広がりを把握することを目的として年 1 回測量し、地盤変動

量を求めている。 

②は、県平野部に地盤沈下計や地下水位計を設置し、沈下の進み具合や地下水位の変

動状況を観測している。 

各観測所では、地盤・地下水位の変動は、次ページ図 1－1左端に示すような原理で記

録している。観測井の構造は基本的に二重管方式であり、外管(ケーシング)の長さに相

当する地層の収縮や膨張を、内管の上端に取りつけた沈下計で記録する。この方法は、

地盤が沈下することによる内管の相対的な抜け上がり量をとらえ、外管に接する地層の

収縮量を測定するものである。 

一方、地下水位は所定の深さに設置したストレーナー(井戸の開口部)を通して、被圧

した帯水層の水圧変動を井戸の水位変化としてとらえている。井戸の水位と内管に降ろ

したフロートと連動し、地下水位の変化が連続的に記録される仕組みになっている。 

平成 9 年度に観測データを毎日自動送信するシステムで、地盤変動の状況を毎日確認

することができるようになった。その後、テレメーターを順次拡大し、平成 31年 4月に

全ての自記観測を行っている観測所のテレメーター移行が完了した。 

 

（１－２） 観測井の位置 

本県には平野部の 38 の観測所に、65 の観測井（さいたま市を含む）を設置している(図

1－2「地盤沈下・地下水位観測所分布図」及び表 1－1・表 1－2)。 
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表 1-1 地盤沈下・地下水位観測所一覧表 
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図 1-1 地盤変動観測井の構造略図と主な観測井の柱状図
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図 1-2 地盤沈下・地下水位観測所分布図
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表 1-2 観 測 井 諸 元 表 (1) 
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表 1-3 観 測 井 諸 元 表 (2) 
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2. 本年の成果及び概況 

（２－１） 前 年 と の 対 比 

地盤変動の記録として表 2－9「月別地盤変動量表」に、地下水位については、表 2－11～

13「月平均地下水位表」に令和6年1月～12月の本年の観測結果と前年の観測結果を記した。 

その他の観測井については、巻末に参考資料として月 1回の地盤変動・地下水位の変動量

表と経年変化図を掲載した。 

例年地盤の変動は、夏季にかけて収縮し、秋季以降の膨張によって夏季の収縮を相殺する

傾向にある。本年も概ね似た傾向を示した。降雨による膨張は年間を通して見られるが、特

に 2 月下旬、3 月、8 月、9 月、10 月に認められた。年間の累積変動量は、－側（収縮）と

＋(膨張)を示す観測所がほぼ同数で、膨張を示す観測所が多かった。岩槻観測所は最近５年

間で最大の沈下（収縮）を示した（表 2－17・表 2－18）。 

令和 6年と令和 5 年の水位差は、概ね前年と同じか高い(＋側)水準で水位が推移した（図

２－９）。なお、所沢 1 号井・川島１号井では、年間を通して前年より 0.5ｍ程度高い水準

で水位が推移した。 

12 月末時点の比較では、ほとんどの観測井で水位差が＋側（上昇）となった（表 2－20）。 
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(１) 地 盤 変 動  

(ア) 1 月～3 月（図 2－1，表 2－1） 

図 2－1は 1月 1日を基準とした3か月間の累積地盤変動曲線で、各観測所に設置し

た沈下計のうち、最も深い観測井の記録を示した。 

1 月～3 月季の地盤変動は、一年のなかで最も変動の小さい時期であり、例年、横ば

いから沈下傾向を示すことが多い。 

本年は降雨後に多くの観測井で膨張を示しており、特に 2 月下旬から 3 月中旬の降

雨時に膨張が見られる。降雨後は横ばいか緩やかな収縮傾向を示している。その中で、

前年同様、所沢観測所では比較的大きな収縮を示しており、3 月までは降雨時の膨張

もほとんど認められない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 １月～３月の地 盤 変 動  

表 2-1 地 盤 変 動 量 一 覧 （１月～３月） 

観 測 井 名 

今季 1～3

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

観 測 井 名 

今季 1～3

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

浦 和 １ 号 井 ＋ 3.86 ＋ 0.60 鷲 宮 ３ 号 井 ＋ 0.98 ＋ 0.13 

浦 和 ２ 号 井 ＋ 4.21 ＋ 0.66 鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 1.00 ＋ 0.13 

越 谷 東 １ 号 井 ＋ 4.03 ＋ 0.66 行 田 ２ 号 井 ＋ 1.99 ＋ 0.51 

越 谷 東 ２ 号 井 ＋ 3.78 ＋ 0.53 行 田 ３ 号 井 ＋ 2.30 ＋ 0.78 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 2.35 ＋ 0.01 行 田 ４ 号 井 ＋ 1.31 ＋ 0.61 

所 沢 １ 号 井 ＋ 0.73 － 1.58 川 島 ２ 号 井 ＋ 1.97 ＋ 0.12 

所 沢 ２ 号 井 － 0.06 － 1.59 川 島 ３ 号 井 ＋ 1.88 ＋ 0.09 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 2.06 ＋ 0.23 北 川 辺 １ 号 井 － ＋ 0.88 

鷲 宮 ２ 号 井 ＋ 2.25 ＋ 0.22 北 川 辺 ２ 号 井 － ＋ 0.65 

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 

計器の故障により、北川辺井は令和 5年 10月 27 日から欠測状態 
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(イ) 4 月～6 月（図 2－2，表 2－2） 

例年 4月～6 月季は地域によって変動傾向が異なり、他地域に先がけて比企・北東

部地域では、4月下旬又は 5 月以降に収縮が顕在化する傾向がある。また、浦和・行

田・川島・北川辺の各観測所では収縮傾向、越谷東・所沢・鷲宮の各観測所では膨張

傾向がみられることが多い。 

本年は、5月中旬まで降雨時には膨張が見られるもののほぼ横ばいか収縮傾向で推

移した観測所が多い。６月以降、越谷東は膨張傾向にあり、浦和・鷲宮はほぼ横ばい、

行田・川島は収縮傾向である。所沢は 4月より緩やかではあるが一様な膨張傾向で推

移しているのが特徴的である。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 2-2 ４月～６月の地 盤 変 動  

 

表 2-2 地 盤 変 動 量 一 覧 （ ４月～６月）  

観 測 井 名 

今季 4～6

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

観 測 井 名 

今季 4～6

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

浦 和 １ 号 井 － 0.68 － 0.61 鷲 宮 ３ 号 井 ＋ 0.44 ＋ 0.70 

浦 和 ２ 号 井 － 0.60 － 0.50 鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 0.40 ＋ 0.75 

越 谷 東 １ 号 井 ＋ 2.96 ＋ 2.52 行 田 ２ 号 井 － 1.84 － 0.35 

越 谷 東 ２ 号 井 ＋ 2.82 ＋ 2.28 行 田 ３ 号 井 － 1.32 ＋ 0.31 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 2.54 ＋ 2.48 行 田 ４ 号 井 ＋ 0.09 ＋ 1.10 

所 沢 １ 号 井 ＋ 4.89 ＋ 4.16 川 島 ２ 号 井 － 2.13 － 1.63 

所 沢 ２ 号 井 ＋ 3.52 ＋ 3.52 川 島 ３ 号 井 － 0.80 － 0.37 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 0.36 ＋ 0.93 北 川 辺 １ 号 井 － － 0.27 

鷲 宮 ２ 号 井 ＋ 0.49 ＋ 1.05 北 川 辺 ２ 号 井 － － 1.96 

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 

計器の故障により、北川辺井は令和 5年 10月 27 日から欠測状態 
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(ウ) 7 月～9 月（図 2－3，表 2－3） 

7 月～9 月季は夏の暑さや降水量の多寡、渇水の程度などの影響により、年ごとの違

いが最も現れやすい。 

本年は、8 月の降雨に対する膨張を示しながらも、期間全体としては収縮傾向で推

移した観測所が多かった。これは、9 月以降に降雨が少なかったためと考えられる。

この期間に大きな収縮を示した地点として、越谷東で約 7mm、鷲宮で約 2mm の収縮を

それぞれ記録した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 ７月～９月の地盤変動 

 

表 2-3 地 盤 変 動 量 一 覧 （ ７月～９月）  

観 測 井 名 

今季 7～9

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

観 測 井 名 

今季 7～9

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

浦 和 １ 号 井 － 0.58 － 2.26 鷲 宮 ３ 号 井 － 1.66 － 1.38 

浦 和 ２ 号 井 ＋ 3.13 － 0.31 鷲 宮 ４ 号 井 － 1.75 － 1.51 

越 谷 東 １ 号 井 － 7.09 － 9.35 行 田 ２ 号 井 － 0.74 － 2.28 

越 谷 東 ２ 号 井 － 6.51 － 8.18 行 田 ３ 号 井 － 1.79 － 3.08 

越 谷 東 ３ 号 井 － 5.31 － 6.28 行 田 ４ 号 井 － 0.72 － 1.58 

所 沢 １ 号 井 ＋ 3.17 － 5.05 川 島 ２ 号 井 ＋ 0.36 － 2.09 

所 沢 ２ 号 井 ＋ 0.59 － 2.01 川 島 ３ 号 井 － 0.45 － 0.98 

鷲 宮 １ 号 井 － 2.12 － 2.01 北 川 辺 １ 号 井 － 0.27 － 5.17 

鷲 宮 ２ 号 井 － 2.37 － 2.28 北 川 辺 ２ 号 井 ＋ 0.49 － 4.81 

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 

 北川辺井 8月 8 日より計測を再開 

(エ) 10 月～12月（図 2－4，表 2－4） 
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例年、9 月～10月は夏季に生じた沈下の回復期にあたるが、回復傾向が継続する期

間は年によって異なり、沈下の回復が頭打ちになると、その後は降水の減少とともに

乾燥による収縮傾向に転じる傾向がある。 

本年は、10月上旬で膨張傾向が見られるが、以降の期間はほぼ横ばいか緩やかな収

縮傾向で推移した。特に 12 月以降は各観測所とも収縮傾向を示し、所沢では約 2㎜の

収縮を記録した。北川辺観測所では約 2mm、鷲宮・行田観測所では約 1 ㎜の膨張とな

った。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 2-4 10 月～12 月の地 盤 変 動  

 

表 2-4 地 盤 変 動 量 一 覧 （ 10 月～12 月）  

観 測 井 名 

今季10～12

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

観 測 井 名 

今季10～12

月の変動量

（mm） 

前年同季の

変 動 量

（mm） 

浦 和 １ 号 井 － 0.15 － 0.99 鷲 宮 ３ 号 井 － 0.34 － 0.70 

浦 和 ２ 号 井 － 1.29 － 0.77 鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 1.46 － 0.42 

越 谷 東 １ 号 井 ＋ 0.55 － 0.74 行 田 ２ 号 井 ＋ 1.02 ＋ 1.30 

越 谷 東 ２ 号 井 ＋ 1.08 － 0.38 行 田 ３ 号 井 ＋ 0.88 ＋ 0.99 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 0.41 － 0.66 行 田 ４ 号 井 － 0.81 － 0.74 

所 沢 １ 号 井 － 2.23 － 2.48 川 島 ２ 号 井 － 0.37 － 

所 沢 ２ 号 井 － 1.27 － 2.14 川 島 ３ 号 井 － 1.25 － 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 1.55 － 0.31 北 川 辺 １ 号 井 ＋ 2.26 － 

鷲 宮 ２ 号 井 － 0.38 － 0.66 北 川 辺 ２ 号 井 ＋ 3.33 － 

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 
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(２) 地 下 水 位  

(ア) 1 月～3 月（図 2－5，表 2－5） 

図 2－5に 1月 1日を基準とした地下水位の 1月～3月の間における変動状況を、表 2－

5 に 1月と 3 月の月平均水位(各月における管頭下地下水位の平均値)の差を示す。 

1月～3月季の地下水位変動は、地盤変動と同様に例年、一年の中で最も動きが少ない。

本年は、ほとんどの観測井で緩やかな低下～横ばいの変動を示しており、2 月下旬～3 月

上旬および 3 月下旬の降水で緩やかな上昇に転じている観測井もみられる。所沢 2号井は

2 月上旬より水位が減少し、3月より上昇に転じている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和 5年                  令和 6年 

図 2-5 １月～３月の地下水変動 

 

表 2-5 地 下 水 位 変動量一覧（１月～３月） 

観 測 井 名 
今季平均地下
水位差( 1 - 3 月 )

（ｍ） 

前年同季の
平均地下水
位差（ｍ） 

観 測 井 名 
今季平均地下
水位差( 1 - 3 月 )

（ｍ） 

前年同季の
平均地下水
位差（ｍ） 

浦 和 １ 号 井 － － 0.39 行田３号井 － 0.07 － 0.89 

浦 和 ２ 号 井 ＋ 0.29 － 0.58 行田４号井 ＋ 0.23 － 0.16 

越 谷 東 １ 号 井 ＋ 0.08 － 0.05 川島 1号井 ＋ 0.09 ＋ 0.09 

越 谷 東 ２ 号 井 ＋ 0.12 － 0.13 川島２号井 － 0.17 － 0.36 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 0.14 － 0.06 川島３号井 ＋ 0.22 － 0.14 

所 沢 １ 号 井 ± 0.00 ＋ 0.15 北川辺１号井 － ＋ 0.24 

所 沢 ２ 号 井 － 0.17 ＋ 0.01 北川辺２号井 － ＋ 0.28 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 0.38 ＋ 0.15 深谷北井 － 0.48 － 0.51 

鷲 宮 ２ 号 井 ＋ 0.60 ＋ 0.14 栗橋井 － ＋ 0.28 

鷲 宮 ３ 号 井 ＋ 0.14 － 0.04 大利根１号井 ＋ 0.44 ＋ 0.18 

鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 0.22 － 0.03 羽生 1号井 － 0.11 － 0.47 

行 田 1 号 井 ＋ 0.23 －    

行 田 ２ 号 井 － 0.09 － 0.53    

※全ての観測井がテレメーター装置設置済  

 計器の故障により、栗橋井は昨年 7/7、北川辺井は 10/27 から欠測状態 

 
注：平均地下水位とは、各月における観測井の管頭から地下水面までの深さの平均値である。

（表 2－6、2－7、2－8の平均地下水位も同じ） 
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(イ) 4 月～6 月（図 2－6，表 2－6） 

4 月～6 月季の地下水位変動は、例年水位が低下する観測井が多く見られる。本年

は、昨年と同様な水位変動を示しており、川島 3号井などの水位低下が顕著である。

前年同季と比較すると、本年は水位低下量がやや大きくなっており、降水量が前年よ

り少なかったためと考えられる。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 2-6 ４月～６月の地下水位変動 

 

表 2-6 地下水位変動量一覧（４月～６月） 

観 測 井 名 

今季平均地下

水位差( 4 - 6 月 )

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

観 測 井 名 

今季平均地下

水位差( 4 - 6 月 )

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

浦 和 １ 号 井 － 0.44 － 0.32 行 田 ３ 号 井 － 0.99 － 0.67 

浦 和 ２ 号 井 － 0.58 － 0.21 行 田 ４ 号 井 － 0.43 － 0.13 

越 谷 東 １ 号 井 － 0.03 ＋ 0.02 川 島 1 号 井 ＋ 0.07 ＋ 0.21 

越 谷 東 ２ 号 井 － 0.02 ＋ 0.08 川 島 ２ 号 井 － 0.75 － 0.64 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 0.05 ＋ 0.09 川 島 ３ 号 井 － 1.93 － 1.50 

所 沢 １ 号 井 ＋ 0.17 ＋ 0.22 北 川 辺 １ 号 井 － － 3.47 

所 沢 ２ 号 井 ＋ 0.24 ＋ 0.37 北 川 辺 ２ 号 井 － － 2.61 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 0.18 ＋ 0.18 深 谷 北 井 ＋ 0.04 ＋ 0.23 

鷲 宮 ２ 号 井 ＋ 0.09 ＋ 0.37 栗 橋 井 － ＋ 0.05 

鷲 宮 ３ 号 井 － 0.26 － 0.16 大 利 根 １ 号 井 － 1.05 － 0.72 

鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 0.04 ＋ 0.09 羽 生 1 号 井 － 0.43 － 0.13 

行 田 1 号 井 ＋ 0.15 －    

行 田 ２ 号 井 － 0.11 ＋ 0.03    

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 
 計器の故障により、栗橋井は昨年 7/7、北川辺井は 10/27 から欠測状態 
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 (ウ) 7 月～9月（図 2－7，表 2－7） 

7 月～9 月は、水位が低下する時期である。例年、8月～9月にかけて一時的に水位

が低下し、その後は水位が上昇する傾向が多くの観測井で見られる。本年は 7 月～8

月の降雨量が昨年に比べ多かったため、昨年に比べると水位の低下量は少ない。8 月

上旬までの水位低下量は川島 3号で 1.5m 程度となった。9月以降は水位の上昇傾向を

示す観測井が多くなった。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 2-7 ７月～９月の地下水位変動 

 

表 2-7 地下水位変動量一覧（７月～９月） 

観 測 井 名 

今季平均地下

水位差( 7 - 9 月 )

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

観 測 井 名 

今季平均地下

水位差( 7 - 9 月 )

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

浦 和 １ 号 井 ＋ 0.83 － 行 田 ３ 号 井 － 0.12 － 0.83 

浦 和 ２ 号 井 － ＋ 0.78 行 田 ４ 号 井 ＋ 0.27 － 0.20 

越 谷 東 １ 号 井 ＋ 0.06 － 0.29 川 島 1 号 井 ＋ 0.04 ＋ 0.04 

越 谷 東 ２ 号 井 － 0.13 － 0.48 川 島 ２ 号 井 ＋ 0.68 － 0.60 

越 谷 東 ３ 号 井 － 0.16 － 0.38 川 島 ３ 号 井 ＋ 1.33 ＋ 0.66 

所 沢 １ 号 井 ＋ 0.27 ＋ 0.02 北 川 辺 １ 号 井 － － 0.84 

所 沢 ２ 号 井 ＋ 1.09 ＋ 0.02 北 川 辺 ２ 号 井 － － 1.34 

鷲 宮 １ 号 井 － 0.34 － 0.41 深 谷 北 井 ＋ 0.38 ＋ 0.12 

鷲 宮 ２ 号 井 － 0.62 － 0.81 栗 橋 井 － － 

鷲 宮 ３ 号 井 － 0.17 － 0.33 大 利 根 １ 号 井 － 0.55 － 1.12 

鷲 宮 ４ 号 井 － 0.17 － 0.23 羽 生 1 号 井 － 0.22 － 0.69 

行 田 1 号 井 － 0.25 －    

行 田 ２ 号 井 － 0.05 － 0.49    

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 
 計器の故障により、栗橋井は昨年 7/7、北川辺井は 10/27 から欠測、8/8 より観測再開 
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 (エ) 10 月～12 月（図 2－8，表 2－8） 

例年 10 月～12 月は、横ばいまたは上昇傾向にある。本年も、10 月以降は緩やかな上昇

または横ばいの水位変動となっている。この期間の上昇量は、北川辺・大利根など北東部

地域で相対的に大きな値を示している。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 2-8 10 月～12 月の地下水位変動 

 

表 2-8 地下水位変動量一覧（10 月～12 月） 

観 測 井 名 
今季平均地下

水位差(10-12月)

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

観 測 井 名 
今季平均地下

水位差(10-12月)

（ｍ） 

前年同季の

平均地下水

位差（ｍ） 

浦 和 １ 号 井 － － 行 田 ３ 号 井 ＋ 0.58 ＋ 0.72 

浦 和 ２ 号 井 － 0.12 － 0.03 行 田 ４ 号 井 － 0.02 － 0.06 

越 谷 東 １ 号 井 － 0.46 － 0.18 川 島 1 号 井 ＋ 0.04 － 

越 谷 東 ２ 号 井 ＋ 0.23 ＋ 0.21 川 島 ２ 号 井 － 0.02 － 

越 谷 東 ３ 号 井 ＋ 0.17 ＋ 0.15 川 島 ３ 号 井 ＋ 0.04 － 

所 沢 １ 号 井 ＋ 0.09 － 0.02 北 川 辺 １ 号 井 ＋ 1.35 － 

所 沢 ２ 号 井 － 0.04 － 0.35 北 川 辺 ２ 号 井 ＋ 1.51 － 

鷲 宮 １ 号 井 ＋ 0.05 － 0.29 深 谷 北 井 － 0.59 － 0.40 

鷲 宮 ２ 号 井 － 0.11 － 0.06 栗 橋 井 － － 

鷲 宮 ３ 号 井 ＋ 0.42 ＋ 0.18 大 利 根 １ 号 井 ＋ 0.77 ＋ 0.97 

鷲 宮 ４ 号 井 ＋ 0.18 － 0.14 羽 生 1 号 井 － 0.06 ＋ 0.53 

行 田 1 号 井 － ＋ 0.18    

行 田 ２ 号 井 ＋ 0.02 ＋ 0.31    

※全ての観測井がテレメーター装置設置済 計器の故障により、栗橋井は昨年 7/7、浦和 1 号 
 井は 10/12 から欠測、北川辺井は 10/27 から欠測、8/8 より観測再開 
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図 2-9 本年と前年の水位差 
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（２－２） 年間の変動状況 

 

（１）地盤変動状況 

主な観測所の状況は次のとおりである（地盤変動量については図 2-28～36、層別変動量に

ついては図 2-39～42 を参照）。 

 

（ア）浦 和 観測所；  

降雨に対応した変動を示しており、降雨時に膨張、降雨後は収縮している。2 月下旬

から 3 月上旬にかけ膨張傾向を示し、8 月までほぼ横ばいに推移している。以降は降雨

時に膨張、降雨後は収縮し、12 月以降は降雨量がなく、収縮傾向にある。 

年間の累積地盤変動量は1号井で+2.45mm、2号井で+5.45mmで前年の収縮傾向から膨

張傾向に転じた。層別に見ると、8 月までは主に 0～150m の地層によるもので、8 月以

降は 150～250m の地層でも膨張傾向が認められる。年間累積では、0～150m で+2.45mm

の収縮、150～250m で+3.00mm の膨張であった。なお、10 月 3 日～10 月 10 日は 2 号井

で計器の故障により欠測となった。 

 

（イ）越谷東観測所；  

降雨に対応した膨張・収縮を繰り返している。本年は6月下旬まで連続的な膨張傾向

を示し、6mm 程度膨張したのち、8 月下旬に連続的な収縮傾向を示した。8 月下旬から 9

月上旬の降雨量が多いときに再び 6mm 程度膨張したのち、10月上旬まで連続的に収縮傾

向を示し、以降は収縮と膨張を繰り返しながらほぼ横ばい傾向で推移した。 

年間の累積地盤変動量は 1 号井で+0.44 ㎜、2 号井で+1.17 ㎜、3号井で-0.01 ㎜で、3

号井以外膨張側を示した。層別に見ると、収縮・膨張の多くは 0～60m の地層によるも

ので、60～160m および 160～315m の地層の変動量は比較的小さい。年間累積では、0～

60m で-0.01mm の収縮、60～160m で+1.18mm の膨張、160～315m で-0.78mm の収縮であっ

た。 

 

（ウ）所 沢 観測所；  

所沢 1 号井・2 号井とも、緩やかな膨張と収縮を繰り返しながら、全体では膨張傾向で

推移した。1 月から 3 月にかけては収縮傾向、3 月から 7 月にかけては膨張傾向、7月から

8 月下旬にかけてはほぼ横ばいに緩やかに収縮傾向、8 月下旬から 9 中旬ごろにかけて約

9mm まで膨張し、以降は緩やかに収縮傾向を示した。 

年間の累積地盤変動量は 1 号井で+6.56 ㎜、2 号井で+2.78 ㎜であった。層別に見ると、

0～240m の地層は膨張と収縮を繰り返したが、240～415m の地層では概ね膨張傾向であっ

た。年間累積では、0～240m で+2.78mm の膨張、240～415m で+3.78mm の膨張であった。な

お、8月 15 日～8月 20 日は計器の故障により欠測となった。 
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（エ）鷲 宮 観測所；  

年間を通して降雨に対応した小刻みな膨張・収縮を繰り返している。3 月から 4月にか

けて膨張傾向にあり、8月まではほぼ横ばいに推移する。8 月から 10 月にかけて緩く収縮

傾向にあり、10 月中旬に降雨に対応して膨張し、以降はほぼ横ばいに推移する。 

年間の累積地盤変動量は、1号井で+1.85mm、2号井で-0.01mm、3号井で-0.57mmで 4号

井で+1.10mm と比較的小さい変動量であった。層別に見ると、0～35 m の地層は降雨と対応

した変動を示し、年間を通して膨張・収縮を繰り返している。35 m 以深の地層では、85～

250m の地層で 3 月下旬まで緩やかに膨張しているがその後の変動量は小さく、35～85m の

地層と 250～415m の地層は若干の変動量は小さい。10 月上旬以降 0～35m の地層は+1.49mm

の膨張、35～85m の地層では-1.49mm の収縮、250～415m の地層では+1.69mm の膨張と急な

変化が見られた。年間累積では、0～35 m で+1.10mm の膨張、35～85 m で-1.68mm の収縮、

85～250m で+0.56mm の膨張、250～415m で+1.87 ㎜の膨張であった。 

 

（オ）行 田 観測所；  

季節により深度別の変動が大きく異なっている。1月～5月および 10月中旬以降は 3 井

とも類似した変動傾向を示す。夏季の 6月～9 月は深度の深い 2号井・3号井で収縮量が

大きくなる傾向がある。 

年間の累積変動量は、2号井で+0.43mm、3 号井で+0.07mm、4 号井で-0.13mm であった。 

層別に見ると、70～200m の層と 200～300m の層が 5 月下旬まで横ばい、夏季に 70～200m

の層が大きく収縮しており、200～300m 層では収縮しているものの 70～200m 層よりは小さ

な変動となっている。0～70m の層は降雨による膨張、その後の収縮を繰り返しながら変動

している。年間累積では、0～70m で-0.13mm の収縮、70～200m で+0.20mm の膨張、200～

300m で+0.18mm の膨張であった。 

 

（カ）川 島 観測所；  

2 号井、3 号井とも、降雨に対応する小刻みな膨張・収縮を繰り返しながら全体的に

はほぼ横ばいで推移した。 

年間の累積地盤変動量は、2号井で-0.16㎜、3号井で-0.62㎜であった。層別に見る

と、0～80m の浅い地層は変動が大きく、降雨と対応した変動を示し、年間を通して膨

張・収縮を繰り返している 80～190ｍは 5 月下旬まで横ばい、その後 8 月上旬までに約

1.6mm 収縮し、その後は緩やかな膨張傾向となっている。年間累積では、0～80m で

-0.62mm の収縮、80～190m では+0.46mm の膨張であった。 
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（キ）北川辺観測所；  

本観測所は、埼玉県の最も北東部に位置し、例年夏季には地盤の収縮が大きく、ほ

ぼ毎年沈下を累積している。本年は計器の故障により、8 月 7 日まで欠測である。以降

は膨張傾向にある。 

年間の累積地盤変動量は、1 号井で+1.99 ㎜、2号井で+3.83 ㎜であった。層別に見る

と、欠測のため 8 月以降のデータになるが 0～150m 間は膨張しており、150～250m 間は

9 月から 10 月下旬にかけ収縮し、その後横ばいに推移している。年間累積では、0～150m

で+3.83mm の膨張、150～250m で-1.84mm の収縮であった。 
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（２）地下水位変動状況 

主要な観測井における本年の平均地下水位、および前年の平均地下水位に対する変動量

を、表 2－15「地下水位変動量一覧表」に示した。年間の変動状況は次のとおりである（地

下水位の前年対比については図 2-23～27、地下水位の年間変動については図 2-28～36 を

参照）。 

（ア）浦 和 観測所；  

2 井とも類似した変動を示しており、年間を通して小刻みな変動を繰り返している。深

度の大きい 2 号井が約 3ｍ低い水準の水位となっている。本年は、小刻みな変動を繰り返

しながら横ばいに推移している。 

前年との比較では、1 号井は概ね前年の方が高く、2号井は 8 月では概ね前年より高く、

8 月以降は低い水位となっている。なお、1 号井では 2 月 28 日までと 10 月 12 日以降、2

号井では 8月 8日から 10月 10 日までは計器の故障のため欠測となった。 

 

（イ）越谷東観測所；  

深度の浅い 3 号井の水位が最も浅く、深度が深くなるにしたがって水位が深くなる関係

にある。2号井と 3 号井は類似した水位変動を示しており、本年はほぼ横ばいで推移した。

1 号井は、小刻みに変動を繰り返しているがほぼ横ばいに推移した。 

前年との比較では、2 号井と 3 号井は 1 月と 2 月が前年より低く、3 月から 6 月は前年

とほぼ同様で、7 月以降は前年より高いすいいで推移した。1 号井は 7 月までは前年より

低く、8 月から 11月は高い水位で、12月は前年より低し水位で推移した。 

    

（ウ）所 沢 観測所；  

季節変動が小さいことが特徴である。1 号井は水位変動が乏しく、緩やかな上昇傾向で

推移した。2 号井は年間を通して小刻みな変動を繰り返しながら、2 号井と同様に緩やか

な上昇傾向で推移している。 

前年との比較では、2 号井の 2月を除き 2 井とも年間を通じて高い水位を示している。 

 

（エ）鷲 宮 観測所；  

鷲宮観測所の地下水位は、同じ北東部地域にある行田観測所や北川辺観測所と比較し

て地下水位の変動幅が小さい点に特徴がある。最も浅い 4 号井は年間を通じての変動が小

さくほぼ横ばいで推移している。前年との比較では 1 月～2 月は前年より低く、3 月から

10 月はほぼ同じ水準、11月以降は高い水位となった。3号井は、変動量は小さいが夏季に

水位低下を示す変動パターンを有している。前年との比較では 1 月～9 月は同じ水準、10

月以降は高い水位となった。2 号井は、1 月から 6 月までは変動を繰り返しながら緩やか

な上昇傾向で推移した。7 月から 9 月にかけては緩やかな低下で推移した。前年との比較

では、7 月までは前年より高く、8 月以降は低い水位で推移した。1号井の水位は年間を通
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してほぼ横ばいで経過した。前年との比較では、9月までは前年より低く、10 月以降は高

い水位で推移した。 

 

（オ）行 田 観測所；  

深度の浅い 4 号井の水位が最も浅く、深度が深くなるにしたがって水位が深くなる関

係にある。水位変動は、1号井は変動が小さく、2号井・3 号井・4号井は不明瞭ながら

夏季に水位低下を示す変動パターンとなっている。そのうち 3 号井の水位変動が最も大

きく、6 月から 8 月にかけての変動量は約 2ｍとなった。 

前年との比較では、2 号井は前年より高く、3 号井は 2 月までは前年より低く、以降

は前年より高く推移した。4 号井は前年と同じ水準で推移した。なお、1 号井は 10月 22

日以降、計器の故障のため欠測となった。 

 

 （カ）川 島 観測所； 

例年、本観測所では夏季に地盤の収縮を観測しており、特に季節変動が大きい 2号井

及び 3号井では、これとよく対応する形で地下水位の変動が見られる。 

本年は、2 号井及び 3 号井で 5 月中旬～6 月上旬の期間と 7 月中旬～8 月上旬の 2 回、

顕著な水位低下が生じている。その後、8 月中旬から 9 月にかけては一様な上昇傾向に

転じている。前年との比較では、2 号井と 3 号井では 7 月までは前年より高く、8 月以

降は低い水位で推移した。1 号井は年間を通して緩やかな上昇傾向または横ばいの水位

で推移した。前年との比較では、1号井は年間を通して前年より高い水位を維持した。2

号井・3 号井は 6 月までは前年より低く、7月以降は高く推移した。 

 

 （キ）北川辺観測所； 

深度の浅い観測井（2 号井）で地下水位も浅い関係にある。水位変動は同じ変動パタ

ーンを示し、8 月以降は一様な水位上昇に転じた。前年との比較では、8 月以降は前年

より高い水位で推移した。なお、8月 7日まで計器の故障のより欠測となった。 

 

（ク）深谷北観測所； 

1 月～3 月は緩やかな低下傾向、4 月～9月は緩やかな上昇傾向、10月以降は緩やかな

低下傾向で推移している。前年との比較では、2 月のみ前年より高く、他は前年より低

い水位で推移した。 

 

（ケ）栗橋観測所； 

年間を通して小刻みな変動を示している。1週間周期の変動、5 月の連休、8月のお盆

および年末年始の時期に水位上昇が認められることから、工業用地下水取水との関連性

が示唆される。昨年の 7月 7 日より計器の故障により欠測状態である。 
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（コ）大利根観測所（1 号井のみ）； 

例年 5月から 9月にかけて低下し、10 月以降上昇に転じる傾向がある。本年は、4月

までは緩やかな上昇傾向、5 月から 8 月にかけては緩やかな低下傾向、9 月以降は緩や

かな上昇傾向で推移した。水位の変動幅は 2.5ｍ程度である。前年との比較では、前年

より高い水位で推移した。 

 

（サ）羽生観測所（1 号井のみ）； 

栗橋観測井と同様に 1 週間周期の小刻みな変動が認められる。連休期間の水位上昇も

同様に認められる。年間の変動幅は 2ｍ程度と小さい。また、6 月から 9 月にかけて夏

季の水位低下も不明瞭ながら認められる。前年との比較では、前年より高い水位で推移

した。 
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（２－３） 経 年 変 化 

 

（１）地盤変動の経年変化  

図 2－10 と図 2－11 は、最近 10 年間の地盤変動状況について 5 年ごとの累計値で地域比

較した図である。東部地域および北東部地域では、依然として沈下量が累積していることが

わかる。また、中央部地域では川口観測所で、西部・比企地域では川島観測所で、それぞれ

沈下量の累積が認められる。 

図 2－12～15 は、5 年ごとの地盤変動量の状況を平面的にみた図である。早い時期から地

下水利用が規制された中央部地域では、累計変動量がプラスに転じている観測所が多い（図

中の青で示した観測所）。一方、北東部地域と東部地域では沈下量の累積が続いており（図

中のピンク色で示した観測所）、特に春日部中央・越谷東・川島・川口観測所では沈下の累

積が比較的大きい状況が続いている。 

図 2－16～18 は地盤変動量と降水量の関係をみたもので、地盤変動量が降水量の影響を受

けていることがわかる。特に、中央・西部・比企地域の、比較的強い地盤で形成される地域

ではその傾向が強い。降水量は 2～4 年周期で増減を繰り返しており、令和元年や令和 3 年

は降水量が比較的多く、地盤の膨張傾向が見られた。本年は降水量が昨年より多く、ほとん

どの観測所で地盤の膨張傾向となった。 

図 2－43～44 は地盤沈下の経年変化を示した図で、地盤沈下の沈静化が進んだ平成 10 年

以降も、地域によって変動量が異なっていることが分かる。県下でも早い時期から地下水利

用が規制された中央部地域では、平成 10 年以降、多くの観測井で平均地盤変動量が±5mm

程度以内に留まっており、この間ほとんど沈下を累積していない。しかしながら、その周辺

部では状況が異なり、特に東部地域～北東部地域の中川低地沿いでは、年毎の沈下量は小さ

くなりつつある（平均地盤変動量が-2～-4 ㎜程度）ものの、依然として沈下量の累積が見ら

れる。 
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図 2-10 平成 27～31 年・令和 2～6 年の平均地盤変動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 平成 27～31 年・令和 2～6 年の累計地盤変動量 
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図 2-12 平成 27～31 年の平均地盤変動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 令和 2～6 年の平均地盤変動量 

基図は国土地理院基盤地図情報 25,000 を用いた。 

地形区分は、埼玉県地理環境情報 WebGIS 内のシェープファイル「表層地層分類」を加工して作成した。 
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図 2-14 平成 27～31 年の累計地盤変動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 令和 2～6 年の累計地盤変動量 
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図 2-16 降水量と年別地盤変動量図(東部地域-草加・越谷・越谷東・春日部中央) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 降水量と年別地盤変動量図(中央・西部・比企地域-川口・浦和・岩槻・大宮・鴻巣・所沢・川島) 
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図 2-18 降水量と年別地盤変動量図(北東部地域-久喜・鷲宮・北川辺・行田) 
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（２）地下水位の経年変化   

地盤沈下の中心が県南部から西部地域に移った昭和 40年代の後半、本県で最も古い観

測記録のある川口井では、地下水位が長期低下傾向を脱して回復に転じた。その後水位

上昇を続け、昭和 45 年当時管頭下 60 m 以上深い位置にあった地下水位が昭和 56年に 20 

m まで回復し、それから 20 年後の平成 13 年には 10 m まで回復した。川口井の北に位置

する戸田井及び浦和東井も同様に回復した。(図 3－2) 

昭和 50 年代の半ば以降、地下水位観測網を拡大し、県北東部や県北部でも順次地下水

位観測を開始した。これらの地域では県南部と異なり、観測開始以降、地下水位の回復

は見られなかった。さらに、昭和 60 年代から平成の初めは 1～2 年おきに渇水となった

ため、地下水位は回復しなかった。 

ところが、平成 6 年渇水年以降は県東部及び北東部を含む県平野部のほぼ全域で回復

の兆候が現れ、久喜井では平成 8 年渇水年を境として地下水位が明らかな回復に転じた

（図 3－3）。これは、水源転換などにより地下水の汲み上げ量が減少したためであると考

えられる。その後も地下水位は回復を続けたが、次第に回復速度は鈍化してきている。

現在、地域差はあるが地下水位は緩やかに上昇を続けている。 

平成 25 年に、ほとんどの観測井で観測開始以来の最高水位を記録したが、その後も地

下水位の上昇は続き、令和 6 年には 19井で最高水位を更新した（図 2－19～22）。 

なお、かつて水位回復の中心であった県南域では、上図の所沢井、大宮井、浦和井の

ようにさらに水位回復を続ける井戸もあるが、川越井、坂戸井のように回復が頭打ちと

なっている井戸もある（図 2－22） 

これに対し、中央部地域（北部）～北東部地域は平成 26 年以前に最高水位を記録した

観測井が比較的多く分布し（図 2-22 に灰色で示した）、ここ数年は横ばいかやや低下傾

向にある観測井もみられる（図 2-46、図 3-3）。 
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図 2-19 本年最高位を観測した観測所その１ 
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図 2-20 本年最高位を観測した観測所その２ 
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図 2-21 本年最高位を観測した観測所その３ 
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図 2-22 観測開始以来の最高水位を観測した時期 

 

 

 

 

 

 

 

（ここでの最高水位は経年変化図の値(月平均値)から求めた。また、平成 11 年以降観測を休止して

いる井戸では月１回の施設メンテナンス時の手測り水位を参考値として用いた。） 
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表 2-9 月 別 地 盤 変 動 量 表 (1)（令和 6年） 
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表 2-10 月 別 地 盤 変 動 量 表 (2)（令和 6年） 
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表 2-11 月 平 均 地 下 水 位 表 (1) (令和 6年) 
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表 2-12 月 平 均 地 下 水 位 表 (2) (令和 6年) 
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表 2-13 月 平 均 地 下 水 位 表 (3) (令和 6年) 
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図 2-23 令和 6年 地盤変動・地下水位の前年度対比図(浦和・越谷東) 
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図 2-24 令和 6年 地盤変動・地下水位の前年度対比図(所沢・鷲宮) 
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図 2-25 令和 6年 地盤変動・地下水位の前年度対比図(行田・川島) 
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図 2-26 令和 6年 地盤変動・地下水位の前年度対比図(北川辺・深谷北・栗橋) 
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図 2-27 令和 6年 地盤変動・地下水位の前年度対比図(大利根・羽生) 
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図 2-28 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(浦和) 

浦和１・２号井

 ※計器不良のため1号の地下水位は令和5年7月～令和6年2月、令和6年10月より欠測。

　 同様に2号井の地下水は令和6年8月～9月まで欠測。
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図 2-29 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(越谷東)

越谷東１・２・３号井
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図 2-30 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(所沢) 

所沢１・２号井

0

100

200

300

400

500

600

-12

-8

-4

0

4

8

12
1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

降
水

量
(m

m
)

地
盤

変
動

量
（
m

m
）

月/日

降水量（所沢）

所沢１

所沢２

観測井深度（GL-m）
１号井 415
２号井 240

0

100

200

300

400

500

60047

50

53

56

59

62

65

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

降
水

量
(m

m
)

管
頭

下
水

位
（
ｍ

）

月/日

降水量（所沢）

所沢１

所沢２

ストレーナ深度
（GL-m）

１号井 357～380
２号井 201～223

計 器 の 故 障 に よ り 欠 測

計 器 の 故 障 に よ り 欠 測



 

- 47 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-31 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(鷲宮) 
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図 2-32 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(行田)

行田１・２・３・４号井

※計器不良のため1号井は10月より欠測。
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図 2-33 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(川島) 

 

川島１・２・３号井

※計器不良のため10月～11月は欠測。

※計器不良のため10月～11月は欠測。
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図 2-34 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(北川辺)

北川辺１・２号井

※計器不良のため８月までは欠測。

※計器不良のため８月までは欠測。
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図 2-35 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(深谷北・栗橋)

深谷北井
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※計器不良のため本年度欠測。
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図 2-36 令和 6 年地下水位・地盤年間変動図(大利根・羽生) 
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図 2-37 所沢観測所における気圧と水位・沈下の相関図 
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図 2-38 鷲宮観測所における気圧・雨量と水位・沈下の相関図 
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